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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システムにおいて、ネット
ワーク・ノードにおける方法であって、前記方法は、少なくとも２つの下りリンク成分搬
送波上のリソースが移動端末に同時に割り当てられている場合（９０４：１）、
　第１の下りリンク成分搬送波に関連する第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセ
ージ内で、物理上りリンク制御チャネルの電力制御に関するビットを電力制御のためのビ
ット・フィールドに割り付ける工程（９０６）と、
　前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第２の成分搬送波に関連する第２
の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、前記第１の物理下りリンク制御チャ
ネル上の前記メッセージ内の電力制御に用いられる前記ビット・フィールドに対応するビ
ット・フィールドに、前記移動端末の物理上りリンク制御チャネル上のリソースのアドレ
スを示す表示子を割り付ける工程（９０８）と、
　前記割り付けられた制御情報を前記移動端末に送信する工程（９１０）と
を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　電力制御に関する前記ビットを担うことになるのが、前記移動端末に割り当てられた前
記それぞれの成分搬送波に関連する前記物理下りリンク制御チャネルのいずれであるかを
決定する工程をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　電力制御に関する前記ビットを担うことになる前記物理下りリンク制御チャネルが一連
の規約に基づいて決定されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記規約が、
　　一定の成分搬送波インデックスと、
　　搬送波インデックス関係と、
　　成分搬送波の帯域幅と、
　　物理下りリンク制御チャネル上のメッセージの構成と、
　　成分搬送波の伝送モードと
のうちの少なくとも１つに関係することを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　電力制御に関する前記ビットを担っている前記物理下りリンク制御チャネルのＩＤが暗
黙のうちに前記移動端末に示されることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項６】
　前記暗黙のうちに示されることが、
　　一定の成分搬送波インデックスと、
　　搬送波インデックス関係と、
　　成分搬送波の帯域幅と、
　　物理下りリンク制御チャネル上のメッセージの構成と、
　　成分搬送波の伝送モードと
のうちの少なくとも１つに基づいていることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　電力制御に関する前記ビットを担っている前記物理下りリンク制御チャネルのＩＤが明
示的に設定されることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　電力制御に関する前記ビットを担っている前記物理下りリンク制御チャネルの前記ＩＤ
が、少なくとも部分的に、明示的に前記移動端末に信号で送られることを特徴とする請求
項１から請求項４または請求項７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システムにおけるネットワ
ーク・ノード内の装置であって、
　少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが移動端末に同時に割り当てられ
ているかどうかを決定するように構成された決定部（１００４）と、
　第１の下りリンク成分搬送波に関連する第１の物理下りリンク制御チャネル上で送信さ
れることになるメッセージ内で、電力制御のためのビット・フィールドに、物理上りリン
ク制御チャネルの電力制御に関するビットを割り付けるように構成された割付部（１００
６）であって、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが移動端末に割り当
てられていることを決定している場合、前記割付部はさらに、前記少なくとも２つの下り
リンク成分搬送波のうちの第２の成分搬送波に関連する第２の物理下りリンク制御チャネ
ル上のメッセージ内で、前記第１の物理下りリンク制御チャネル上の前記メッセージ内の
電力制御に用いられる前記ビット・フィールに対応するビット・フィールドに、前記移動
端末の物理上りリンク制御チャネル上のリソースのアドレスを示す表示子を割り付けるよ
うに構成されている割付部（１００６）と、
　前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上の前記リソースを割り当てられている前
記移動端末に前記割り付けられた制御情報を送信するように構成された、送信部（１００
８）と
を備えていることを特徴とする装置。
【請求項１０】
　電力制御に関する前記ビットを担うことになるのが前記移動端末に割り当てられた前記



(3) JP 5613250 B2 2014.10.22

10

20

30

40

50

それぞれの成分搬送波に関連する前記物理下りリンク制御チャネルのいずれであるかを決
定するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　電力制御に関する前記ビットを担うことになるのがいずれの物理下りリンク制御チャネ
ルであるかを、一連の規約に基づいて決定するように構成されたことを特徴とする請求項
１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記規約が、
　　一定の成分搬送波インデックスと、
　　搬送波インデックス関係と、
　　成分搬送波の帯域幅と、
　　物理下りリンク制御チャネル上のメッセージの構成と、
　　成分搬送波の伝送モードと
のうちの少なくとも１つに関係することを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　電力制御に関する前記ビットを担っている前記物理下りリンク制御チャネルのＩＤを前
記移動端末に暗黙のうちに示すようにさらに構成されたことを特徴とする請求項９から請
求項１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記暗黙のうちに示すことが、
　　一定の成分搬送波インデックスと、
　　搬送波インデックス関係と、
　　成分搬送波の帯域幅と、
　　物理下りリンク制御チャネル上のメッセージの構成と、
　　成分搬送波の伝送モードと
のうちの少なくとも１つに基づくように構成されたことを特徴とする請求項１３に記載の
装置。
【請求項１５】
　電力制御に関する前記ビットを担っている前記物理下りリンク制御チャネルのＩＤを、
前記移動端末に、少なくとも部分的に、明示的に信号で送るようにさらに構成されたこと
を特徴とする請求項９から請求項１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システム内の移動端末にお
ける方法であって、前記方法は、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースに
対する割り当てを同時に受信する場合（１１０４：１）、
　第１の下りリンク成分搬送波に関連する第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセ
ージ内で、電力制御のためのビット・フィールドから物理上りリンク制御チャネルの電力
制御に関するビットを得る工程（１１０６）と、
　前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第２の成分搬送波に関連する第２
の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、前記第１の物理下りリンク制御チャ
ネル上の前記メッセージにおける電力制御のための前記ビット・フィールドに対応するビ
ット・フィールドから、前記移動端末の物理上りリンク制御チャネル上のリソースのアド
レスを示す表示子を含む制御情報を得る工程（１１０８）と、
　下りリンク送信または上りリンク送信に関する情報を配置するために前記得られた制御
情報を用いる工程（１１１０）と
を有することを特徴とする方法。
【請求項１７】
　電力制御に関する前記ビットを担う前記物理下りリンク制御チャネルが一連の規約に基
づいて識別されることを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
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　前記規約が、
　　一定の成分搬送波インデックスと、
　　搬送波インデックス関係と、
　　成分搬送波の帯域幅と、
　　物理下りリンク制御チャネル上のメッセージの構成と、
　　成分搬送波の伝送モードと
のうちの少なくとも１つに関係することを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　電力制御に関する前記ビットを担っている前記物理下りリンク制御チャネルのＩＤが明
示的に設定されることを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　電力制御に関する前記ビットを担っている前記物理下りリンク制御チャネルのＩＤが、
ネットワーク・ノードからの明示的な信号に少なくとも部分的に基づいて決定されること
を特徴とする請求項１６から請求項１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システム内の移動端末にお
ける装置であって、
　少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが前記移動端末に同時に割り当て
られているかどうかを、受信したデータに基づいて決定するように構成された決定部（１
２０４）と、
　第１の下りリンク成分搬送波に関連する第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセ
ージ内で、物理上りリンク制御チャネルの電力制御に関するビットを、電力制御のための
ビット・フィールドから得るように構成された取得部（１２０６）であって、少なくとも
２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが前記移動端末に割り当てられていることが決
定されている場合、前記取得部（１２０６）はさらに、前記少なくとも２つの下りリンク
成分搬送波のうちの第２の成分搬送波に関連する第２の物理下りリンク制御チャネル上の
メッセージ内で、前記第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージにおける電力制
御のための前記ビット・フィールドに対応するビット・フィールドから、前記移動端末の
物理上りリンク制御チャネル上のリソースのアドレスを示す表示子を含む制御情報を得る
ように構成されている取得部（１２０６）と、
　前記得られた制御情報を下りリンク送信または上り送信に関する情報を配置するのに用
いるように構成された、利用部（１２０８）と
を備えていることを特徴とする装置。
【請求項２２】
　電力制御に関する前記ビットを担う、前記物理下りリンク制御チャネルを、一連の規約
に基づいて識別するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記規約が、
　　一定の成分搬送波インデックスと、
　　搬送波インデックス関係と、
　　成分搬送波の帯域幅と、
　　物理下りリンク制御チャネル上のメッセージの構成と、
　　成分搬送波の伝送モードと
のうちの少なくとも１つに関係することを特徴とする請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　電力制御に関する前記ビットを担う、前記物理下りリンク制御チャネルを、ネットワー
ク・ノードからの明示的な信号に少なくとも部分的に基づいて識別するようにさらに構成
されたことを特徴とする請求項２１から請求項２３のいずれか一項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(5) JP 5613250 B2 2014.10.22

10

20

30

40

50

【０００１】
　本発明は、通信システムにおける制御情報の送信に関するものであり、特に、送信を、
キャリア・アグリゲーションの有効化に引き続く要求に適応させることに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（ロング・ターム・エボリューション）では、ＯＦＤＭ（直交周波数分割多重）
が下りリンクで用いられ、そしてＤＦＴ（離散フーリエ変換）拡散ＯＦＤＭが上りリンク
で用いられる。基本的なＬＴＥ下りリンク物理リソースは、このようにして図１に説明さ
れているような時間－周波数グリッドと見なすことができ、各リソース要素は、１つのＯ
ＦＤＭシンボル区間中の１つのＯＦＤＭサブキャリアに対応する。
【０００３】
　時間ドメインでは、ＬＴＥ下りリンク送信は、１０ミリ秒の無線フレームに編成され、
各無線フレームは、図２で説明されているように、長さＴsubframe＝１ミリ秒の同じ大き
さの１０個のサブフレームで構成される。
【０００４】
　さらに、ＬＴＥにおけるリソース割り付けは通常、リソース・ブロックの観点から説明
され、リソース・ブロックは、時間ドメインでは０．５ミリ秒の１つのスロット、そして
周波数ドメインでは１２個の連続するサブキャリアに対応する。リソース・ブロックは、
周波数ドメインでは、システム帯域幅の一端から０で始まる番号が付けられる。
【０００５】
　下りリンク送信は、ＬＴＥでは、動的にスケジューリングされる。すなわち各サブフレ
ーム内で、基地局は、いずれの移動端末のデータが送信されるか、そして移動端末のデー
タがその時点の下りリンク・サブフレームにおいていずれのリソース・ブロック上で送信
されるかに関する制御情報を送信する。通常、この制御信号は各サブフレームにおける最
初の１つ、２つ、３つまたは４つのＯＦＤＭシンボルで送信される。制御領域として４つ
のＯＦＤＭシンボルを持つ下りリンク・システムが図４に説明されている。
【０００６】
　ＬＴＥでは、ハイブリッドＡＲＱが用いられ、サブフレームで下りリンク・データを受
信してから、移動端末は下りリンク・データを復号しようとし、そして基地局に復号が成
功したか否かを報告する。復号が成功した場合、報告は"ＡＣＫ"（肯定応答）を含み、そ
して復号が成功しなかった場合、報告は"ＮＡＫ"（否定応答）を含む。復号の試みが成功
しなかったケースでは、基地局は誤りとなったデータを再送できる。
【０００７】
　移動端末から基地局へのＬＴＥ上りリンク制御信号は、
　－受信した下りリンク・データに対するハイブリッドＡＲＱ確認応答と、
　－下りリンクのスケジューリングに対する支援として用いられる、下りリンク・チャネ
ル状態に関する移動端末の報告と、
　－移動端末が上りリンク・データ送信のために上りリンク・リソースを必要とすること
を示すスケジューリング要求と
を含む。
【０００８】
　移動端末がデータ送信のための上りリンク・リソースを割り当てられていない場合、Ｌ
１／Ｌ２（レイヤ１／レイヤ２）制御情報、すなわちチャネル状態報告、ハイブリッドＡ
ＲＱ確認応答およびスケジューリング要求は、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）上で上りリンクＬ１／Ｌ２制御のために特に割り当てられた上りリンク・リソース、す
なわちリソース・ブロックで送信される。図６で説明されているように、これらのリソー
スは利用できるセルの上りリンク総伝送帯域幅の端に位置する。そのような各リソースは
、上りリンク・サブフレームの２つのスロットの各々の内に、１２個のサブキャリア、す
なわち１つのリソース・ブロックで構成される。周波数ダイバーシティを提供するために
、これらの周波数リソースは、図５で説明されているように、いわゆる周波数ホッピング
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を用いて、スロット境界でスペクトラムの異なる部分間でシフトされる場合がある。
【０００９】
　図５は、サブフレームの第１のスロット内のスペクトラムの上部に１２個のサブキャリ
アで構成される１つのリソースを、そしてサブフレームの第２のスロット中のスペクトラ
ムの下部に同じ大きさのリソースを持つ、上りリンクにおける周波数ホッピングの例を示
す。より多くのリソースが上りリンクＬ１／Ｌ２制御信号に必要であると、たとえば、多
数のユーザをサポートしている非常に大きな総伝送帯域幅のケースでは、追加のリソース
・ブロックを、それまでに割り当てられたリソース・ブロックに隣接して割り当てること
ができる。
【００１０】
　利用できる総スペクトラムの端にＰＵＣＣＨリソースを配置する理由には、２つの要素
がある。
【００１１】
　－上述した周波数ホッピングとともに、端での配置は制御信号により受ける周波数ダイ
バーシティを最大にし、また
　－スペクトラム内の他の位置に、すなわち端でない位置にＰＵＣＣＨのための上りリン
ク・リソースを割り当てると、上りリンク・スペクトラムを分断することになり、ただ１
つの移動端末に非常に広い伝送帯域幅を割り当てることができず、そうなれば上りリンク
送信の単一搬送波特性をなお保持することができなくなる。
【００１２】
　１つのサブフレーム中の１つのリソース・ブロックの帯域幅は、１つの端末の制御信号
の必要量よりも大きい。それ故、制御信号のために確保されたリソースを効率よく利用す
るために、複数の端末が同じリソース・ブロックを共有できる。これは、異なる端末に、
セル特有の長さ１２の周波数ドメイン列の異なる直交位相回転、および／または、スロッ
ト内の複数のサブフレームまたはひとつのサブフレームをカバーする、異なる直交時間ド
メイン範囲を割り当てることによりなされる。
【００１３】
　ＬＴＥリリース８標準は２０ＭＨｚまでの帯域幅をサポートする。ＩＭＴ改良版（IMT-
advanced）要件を満たすために、２０ＭＨｚより大きい帯域幅がサポートされる必要があ
る。しかしながら、１つの重要な要件は、ＬＴＥリリース８との下位互換性を旧来の（le
gacy）端末に対して保証することである。このことにはまた、スペクトル適合性が含まれ
るべきである。かかることは、ＬＴＥ改良版(LTE advanced)の搬送波がＬＴＥリリース８
／９の端末にいくつかのＬＴＥ搬送波のように見えるべきであることを示唆するであろう
。そのような各搬送波は、成分搬送波（component carrier）（ＣＣ）と呼ばれることが
できる。図７は、全体として１００ＭＨｚの集合帯域幅７００を形成する、各々２０ＭＨ
ｚの５つの成分搬送波７０２から成分搬送波７１０までを説明する概略図を示す。特に、
早期にＬＴＥ改良版を配備するために、使用中のＬＴＥ旧来端末の数に比べて、ＬＴＥ改
良版が可能な端末はより少ないであろうということが予期できる。したがって、旧来の端
末に対してもまた広範囲の搬送波の効率的な使用を保証する、すなわち、旧来の端末が広
帯域のＬＴＥ改良版搬送波の全ての部分でスケジューリングできる搬送波を実装すること
ができるようにする必要がある。このことを得る直接的な方法は、キャリア・アグリゲー
ションによることであろう。キャリア・アグリゲーションは、ＬＴＥ改良版端末が複数の
成分搬送波を受信でき、各成分搬送波は、リリース８搬送波と同じ構造を有するか、また
は少なくとも有することができることを示唆する。
【００１４】
　成分搬送波のスケジューリングは、下りリンク割り当てによって物理下りリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）上でなされる。ＰＤＣＣＨ上の制御情報は、様々なタイプの制御情
報に対して所定のビット・フィールドを備えている下りリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセ
ージとしてフォーマットされる。下りリンク割り当てに対するＤＣＩメッセージは、とり
わけ、リソース・ブロック割り当て、変調方式および符号化方式の関連パラメータ、ハイ
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ブリッドＡＲＱ冗長性バージョンなどを含む。実際の下りリンク送信に関連するパラメー
タに加えて、下りリンク割り当てに対するほとんどのＤＣＩフォーマットはまた、送信電
力制御（ＴＰＣ）コマンドを担うためのビット・フィールドを含む。これらのＴＰＣコマ
ンドは、ハイブリッドＡＲＱフィードバックを送信するのに端末により用いられる、対応
する物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の上りリンク電力を制御するのに用いる
。
【００１５】
　ＬＴＥ改良版端末には旧来の端末よりも多くのリソースが、そして数個の成分搬送波上
に割り当てられうるという事実は、リリース８のシナリオに比べて、たとえばより多くの
リソースがアドレス指定される必要があり、そしてより多くのフィードバックが送信され
る必要があるので、制御情報の必要性を増大させる。たとえば、リリース８ＦＤＤでは、
下りリンクの割り当て／送信に対する応答として上りリンクで送信されることになるＡＣ
Ｋ／ＮＡＫビットの数は、単一符号語送信には１ビット、そして双対符号語送信には２ビ
ットに限定されているが、一方リリース１０では、ＵＥ（ユーザ装置）とも表される移動
端末が、たとえば３つの下りリンク成分搬送波を割り当てられる場合、これらの成分搬送
波に関連するＡＣＫ／ＮＡＫｓは、全ての成分搬送波上で、それぞれ、単一符号語送信を
仮定すると少なくとも３ビット、そして双対符号語送信を仮定すると６ビットを必要とす
るであろう。移動端末が１つまたは複数の成分搬送波上で何ら（複数の）割り当てを受信
しないケースがまた、フィードバック構造に含まれるに違いない場合、必要なフィードバ
ック・ビットの数は、全ての３つの成分搬送波上で、それぞれ単一符号語送信および双対
符号語送信を仮定すると、それぞれ、さらにもっと５ビットおよび７ビットに増大する。
割り当てが、たとえスケジューリングされていたとしても、移動端末により受信されない
事象は、ＤＴＸと呼ばれる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　成分搬送波は、種々の帯域幅、たとえば５ＭＨｚ、１０ＭＨｚまたは２０ＭＨｚであっ
てよく、そしてこのようにして、アドレスが指定される必要のある、種々の量のリソース
を含む。広帯域の成分搬送波は、したがって、搬送波内のリソースをアドレス指定するの
に、比較的狭帯域の成分搬送波より多くの制御ビットを必要とするであろう。成分搬送波
の帯域幅または各成分搬送波上で割り当てられたリソースの量に依存するこれらの差異は
、その時点のリソースの状態に対応するアドレス空間を含んでいる、大きさが異なる制御
メッセージを用いることにより解決できよう。しかしながら、そのような解決法は、制御
メッセージのブラインド検出の観点から、受信機に多量の処理を要求するであろう。
【００１７】
　ＬＴＥでは、移動端末は、その時点でスケジューリングされているかどうかを明らかに
するために、ＤＣＩ制御メッセージをブラインド復号しなければならない。複雑さを軽減
するために、移動端末は、ペイロードが一定の大きさのＤＣＩメッセージ・フォーマット
をただ監視だけする、すなわちブラインド復号するように指示される場合がある。移動端
末がペイロードの大きさが様々であるＤＣＩフォーマットを監視するように強いることは
、移動端末が行わなければならないブラインド復号の数を増大させ、そしてその結果、移
動端末の複雑さをもまた増大させる。
【００１８】
　ブラインド検出を維持するか、または減らすために、均等な大きさの制御メッセージお
よび、たとえばアドレス・フィールドを有することが望ましい。このことは、５ＭＨｚの
成分搬送波内のリソースをアドレス指定するのに相応しいアドレス・フィールドは、２０
ＭＨｚの成分搬送波内のリソースをアドレス指定するには不十分すぎるであろうというこ
と、そして２０ＭＨｚの成分搬送波内のリソースをアドレス指定するのに十分大きなアド
レス・フィールドは、５ＭＨｚの成分搬送波内のリソースをアドレス指定するには必要以
上に大きいであろうということを意味する。このようにして、小さすぎるアドレス空間は
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、広帯域の成分搬送波では大まかなアドレス指定を許容するだけであろうし、一方、より
大きなアドレス空間は、比較的狭帯域の成分搬送波に用いられる場合、リソースを無駄に
するであろう。
【００１９】
　その結果として、リソースの無駄を増大させること、不十分なアドレス指定を引き起こ
すこと、または受信機にブラインド検出の負担を増大させることがなく、追加の制御情報
をどのように提供するかが問題である。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　リソースの無駄を増大させること、または不十分なアドレス指定を引き起こすこと、ま
たは受信機にブラインド検出の負担を増大させることがなく、追加の制御情報を伝達でき
るようにすることが望ましいであろう。本発明の目的は、上述した問題点の少なくとも一
部に対処することである。さらに、追加の制御情報を伝達できるようにするための方法お
よび装置を提供することが、本発明の目的である。
【００２１】
　第１の態様に従って、ネットワーク・ノードにおける方法が提供される。本方法の中で
、物理上りリンク制御チャネルの電力制御に関する情報ビットが、第１の下りリンク成分
搬送波に関連する第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、電力制御のた
めのビット・フィールド内に割り付けられる。少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上
のリソースが、移動端末に同時に割り当てられている場合、電力制御に関しない、他の制
御情報ビットは、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第２の成分搬送波
に関連する第２の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、第１の物理下りリン
ク制御チャネル上のメッセージ内で電力制御に用いられるビット・フィールドに対応する
ビット・フィールドに割り付けられる。割り付けられた制御情報はそれから、移動局に送
信される。
【００２２】
　第２の態様に従って、ネットワーク・ノードにおける装置が提供される。本装置は、少
なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが移動端末に同時に割り当てられてい
るかどうかを決定するように構成された機能部を備える。本装置はさらに、物理上りリン
ク制御チャネルの電力制御に関するビットを、第１の下りリンク成分搬送波に関連する第
１の物理下りリンク制御チャネル上で送信されることになるメッセージ内の電力制御のた
めのビット・フィールドに割り付けられるように構成された機能割付部を備える。機能割
付部はさらに、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが移動端末に割り当
てられていることが決定されている場合、ビットを割り付けるように構成され、電力制御
に関しない他の制御情報ビットを、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの
第２の成分搬送波に関連する第２の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、第
１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内の電力制御に用いられるビット・フィ
ールドに対応する、ビット・フィールドに割り付けるように構成される。本装置はさらに
、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが割り当てられている移動端末に
、割り付けられた制御情報を送信するように構成された機能部を備える。
【００２３】
　上述した方法および装置は、冗長な情報を伝えることが見込まれる場合に、電力制御に
通常用いられる一定のリソースを他の非冗長の関連制御情報の伝達に利用することにより
、たとえば、成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システムにおけ
る下りリンクのオーバーヘッドの量を減らすのに用いられる場合がある。
【００２４】
　第３の態様に従って、移動端末における方法が提供される。本方法の中で、物理上りリ
ンク制御チャネルの電力制御に関するビットが、第１の下りリンク成分搬送波に関連する
第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内の電力制御のためのビット・フィー
ルドから得られる。さらに、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースのため
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の割り当てを同時に受信する場合、電力制御に関しない他の制御情報ビットが、前記少な
くとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第２の成分搬送波に関連する第２の物理下り
リンク制御チャネル上のメッセージ内で、第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセ
ージ内の電力制御のためのビット・フィールドに対応する、ビット・フィールドから得ら
れる。電力制御に関しない、得られた他の制御情報はそれから、下りリンク送信または上
りリンク送信に関する情報を配置するのに、移動端末で用いられる。
【００２５】
　第４の態様に従って、移動端末における装置が提供される。本装置は、少なくとも２つ
の下りリンク成分搬送波上のリソースが移動端末に同時に割り当てられているかどうかを
決定するように構成される機能部を備える。本装置はさらに、電力制御に関するビットを
、第１の下りリンク成分搬送波に関連する第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセ
ージ内の電力制御のためのビット・フィールドから得るように構成された機能取得部を備
える。機能取得部はさらに、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが移動
端末に割り当てられていることが決定されている場合、電力制御に関しない他の制御情報
ビットを、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第２の成分搬送波に関連
する第２の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、第１の物理下りリンク制御
チャネル上のメッセージ内の電力制御のためのビット・フィールドに対応する、ビット・
フィールドから得るように構成される。本装置はさらに、下りリンク送信または上りリン
ク送信に関する情報を配置するために、電力制御に関しない、前記得られた他の制御情報
を用いるように構成された機能部を備える。
【００２６】
　第３の態様および第４の態様に従った方法および装置は、通常電力制御に用いられる、
一定のリソースに割り付けられた情報を、一定の状況の下で他の非冗長の関連制御情報と
解釈することにより、成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システ
ム内で下りリンクのオーバーヘッドの低減をサポートするのに用いられる場合がある。
【００２７】
　上記の方法および装置は、種々の実施形態で実装可能である。電力制御に関しない制御
情報ビットは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースに対する表示子、リソース割り当
ての拡張または、電力制御に関するビットを伝達するＰＤＣＣＨ上で用いられるメッセー
ジ・フォーマットに存在しないか、またはより小さい他のパラメータの拡張であることが
できよう。本来の（true）ＴＰＣコマンドを伝達するＰＤＣＣＨのＩＤ（identity）はそ
の場合、移動端末において対応する方法で決定される。
【００２８】
　電力制御に関するビットを伝えることになる物理下りリンク制御チャネルのＩＤは、た
とえば一連の規約に従って設定されるか、または決定されることができよう。このＩＤは
、ネットワーク・ノードから移動端末に明示的に、または暗黙のうちに信号で伝えられる
ことができよう。
【００２９】
　本発明は、典型的な実施形態を用いて、そして添付図面を参照して、より詳細にこれか
ら説明することとする。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１は、先行技術に従って、ＬＴＥ時間－周波数グリッドを説明する概略図であ
る。
【図２】図２は、先行技術に従って、ＬＴＥ無線フレームを説明する概略図である。
【図３】図３は、先行技術に従って、ＬＴＥにおける一定の下りリンク・チャネルの配置
を説明する概略図である。
【図４】図４は、先行技術に従って、下りリンクＬＴＥサブフレームを説明する概略図で
ある。
【図５】図５は、先行技術に従って、ＬＴＥにおける物理上りリンク制御チャネル（ＰＵ
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ＣＣＨ）の転位を説明する概略図である。
【図６】図６は、先行技術に従って、ＬＴＥにおける種々の上りリンク・チャネルの配置
を説明する概略図である。
【図７】図７は、先行技術に従って、キャリア・アグリゲーションを説明する概略図であ
る。
【図８】図８は、先行技術に従って、異なる帯域幅のＬＴＥ搬送波および制御情報の配置
を説明する概略図である。
【図９】図９は、実施形態に従って、ネットワーク・ノードで実行される手順の工程を説
明するフロー図である。
【図１０】図１０は、実施形態に従って、ネットワーク・ノードにおける装置の実施形態
を説明するブロック図である。
【図１１】図１１は、実施形態に従って、移動端末で実行される手順の工程を説明するフ
ロー図である。
【図１２】図１２は、実施形態に従って、移動端末における装置の実施形態を説明するブ
ロック図である。
【図１３】図１３は、実施形態に従って、ネットワーク・ノードで実行される手順の工程
を説明するフロー図である。
【図１４】図１４は、実施形態に従って、ネットワーク・ノードにおける装置の実施形態
を説明するブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　簡単に説明すると、冗長な情報を伝えるように見込まれる場合、他の非冗長の関連制御
情報を伝達するために、一定の予想外のリソースを利用するための方法および装置が提供
される。
【００３２】
　この文書内で、一定の利用できるリソースを利用する手順を論ずる場合に、いくつかの
表現が用いられ、その一部は、ここで簡単に定義することとする。
【００３３】
　制御信号において、"かつての（former）ＴＰＣビット・フィールド"、"電力制御に通
常用いられるビット・フィールド"、"利用可能なかつてのＴＰＣビット・フィールド"、"
利用可能な旧来のＴＰＣビット・フィールド"などと呼ばれる場合がある、一定のビット
・フィールドが論じられるであろう。たとえばＬＴＥリリース８では、このビット・フィ
ールドは、ＤＣＩメッセージ内でＴＰＣコマンドを伝達するのに用いられる、すなわち、
旧来の端末がＴＰＣコマンドを見出せると期待しているビット・フィールドである。たと
えばＬＴＥ改良版では、このビット・フィールドは、後でより詳細に説明することとする
一定の状況下で他の関連情報を伝達するのに用いることができよう。
【００３４】
　上述したビット・フィールドは、電力制御コマンド以外の関連情報を伝達するのに用い
られる場合、"利用可能なＴＰＣビット"または"かつてのＴＰＣビット"と呼ばれる場合が
ある、一定のビットを備える。
【００３５】
　用語"他の関連情報"は、"電力制御コマンド以外の制御情報"を称しており、そしてまた
、"電力制御に関しない制御情報"または"非冗長な制御情報"と表される場合もある。用語
"非冗長な制御情報"は、情報を、冗長な制御情報コマンドと区別するのに用いられる。そ
うでなければ非冗長な制御情報は、上述したビット・フィールドで伝達されるであろう。
　たとえば"旧来の端末"のような表現で用いられる用語"旧来の"は、たとえばＬＴＥのリ
リース８のような、一定の標準またはプロトコルのそれまでにリリースされたバージョン
に従って動作するエンティティに言及するものとして用いられる。"ＬＴＥ改良版端末"の
ような表現で用いられる用語"ＬＴＥ改良版"は、ここでは、たとえばＬＴＥのリリース１
０のような標準またはプロトコルの最新バージョンに従って動作するエンティティに言及
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するものとして用いられる。
【００３６】
　ＵＥが１つの成分搬送波を割り当てられる場合、成分搬送波のＰＤＣＣＨ上の制御メッ
セージは、ＰＵＣＣＨの送信電力を制御し、たとえば下りリンク情報がどのように受信さ
れるかに対するフィードバックを担うことになる、送信電力制御（ＴＰＣ）コマンドを含
むであろう。
【００３７】
　複数の成分搬送波がＵＥに同時に割り当てられている場合、それぞれの成分搬送波に関
連するＰＤＣＣＨｓの各々が、ＴＰＣコマンドに用いられるビット・フィールドを含んで
いる制御メッセージを担うであろうということは、貴重な識見である。種々の成分搬送波
に関するフィードバックが種々の物理上りリンク制御チャネル上で送信されることになる
と、割り当てられた下りリンク成分搬送波に関連する各ＰＤＣＣＨがＴＰＣコマンドを含
むのは妥当である。ＵＥの観点から、対称的なおよび非対称な上りリンク／下りリンクの
成分搬送波構成は双方ともサポートされる。構成の一部に対して、複数のＰＵＣＣＨｓま
たは複数の上りリンク成分搬送波上で上りリンク制御情報を送信する可能性が考慮される
場合がある。しかしながら、この選択肢はＵＥのより高い電力消費および特定のＵＥ能力
への依存をもたらす可能性がある。この選択肢はまた、相互変調積に起因する実装問題を
引き起こす場合があり、そして実装および検査に対して一般により高い複雑さに繋がるで
あろう。
【００３８】
　それ故、ＰＵＣＣＨの送信が上りリンク／下りリンクの成分搬送波構成に依存しないと
、よりよいであろうし、したがって、ＵＥに対する全ての上りリンク制御情報が１つの特
定の上りリンク成分搬送波、いわゆる"アンカー・キャリア"または上りリンクの基本成分
搬送波上に半静的に写像されるべきであるという設計原理を、ＬＴＥリリース１０が用い
ることが同意されてきている。
【００３９】
　このようにして、割り当てられた全ての成分搬送波のためのフィードバック制御情報は
、同じ物理上りリンク制御チャネルによって、または少なくとも同じ上りリンク成分搬送
波上で送信されるべきである。その結果、複数のＴＰＣコマンド、割り当てられた各成分
搬送波に対して１つのＴＰＣコマンドが、同じ物理上りリンク制御チャネルまたは同じ上
りリンク成分搬送波の送信電力を効率的に制御しようとするであろう。同じ上りリンク成
分搬送波上で種々の物理上りリンク制御チャネルが用いられても、ただ１つのＴＰＣコマ
ンドだけで十分であろう。最善の状態では、このことは、冗長性に起因するリソースの浪
費を意味するであろうし、または最悪の場合、矛盾するＴＰＣコマンドに起因する、ＵＥ
の不測の動作に繋がるであろう。
【００４０】
　このようにして、複数の成分搬送波がＵＥに割り当てられる場合、１つを除いて全ての
成分搬送波に関するＴＰＣコマンドに通常用いられる制御ビットが、他の関連制御情報を
伝達するのに用いられることができうることは、大きな価値のある識見である。１つのＰ
ＤＣＣＨはそれでも、本来のＴＰＣコマンドを担う必要があろう。
【００４１】
　これらの解放されたかつてのＴＰＣビットがどのようなことに用いられるかには、いく
つかの選択肢がある。たとえば、これらのビットは、対応する下りリンク共用チャネル送
信のハイブリッドＡＲＱビットを伝達するのに、ＰＵＣＣＨリソースかＰＵＳＣＨリソー
スかのいずれで用いられるべきであるかを信号で送るのに用いられることができよう。２
つ以上の成分搬送波からのかつてのＴＰＣビットを組み合わせることがまた可能であろう
。たとえば、全ての他の成分搬送波のかつてのＴＰＣビット、すなわち本来のＴＰＣコマ
ンドを担っているものを除いて全てが組み合わされ、そして全体としてより幅広いビット
・フィールドを形成できよう。この、より幅広いビット・フィールドは、幾分より大きな
リソース・プールから１つの大きなＰＵＣＣＨリソースまたはＰＵＳＣＨリソースをアド
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レス指定するのに用いられることができよう。別の可能性は、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣ
Ｈのリソース・アドレスの一部分が、そのために留保されたビット・フィールドにおいて
明示的に信号で送られ、そして残りの部分がかつてのＴＰＣビット・フィールドによって
信号で送られることである。さらに、暗黙の、および明示的なＰＵＣＣＨリソース信号ま
たはＰＵＳＣＨリソース信号は、たとえば、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソース・ア
ドレスの一部分が明示的に信号で送られ、そして残りの部分が、いずれの成分搬送波にお
いておよびいずれの制御チャネル要素においてまたはそのいずれかにおいて、対応するＤ
Ｌ割り当てのＰＤＣＣＨが送信されるかによって、暗黙のうちに示されることにより、結
合されることができよう。
【００４２】
　別の可能性は、リソース・ブロック割り当てを拡張するのに、利用できるかつてのＴＰ
Ｃビット・フィールドを用いることである。このことは、本来のＴＰＣコマンドが下りリ
ンク・システムの最も狭い帯域幅を有する成分搬送波上で送られると、特に有用である。
成分搬送波のＰＤＣＣＨは別の成分搬送波に配置できよう。いずれの下りリンク成分搬送
波から、いずれの下りリンク成分搬送波がスケジューリングされうるかに関する制約なし
に、ブラインド復号の数は、端末が各下りリンク成分搬送波上で各下りリンク成分搬送波
に対して可能なＰＤＣＣＨ候補を監視しなければならないので、非常に大きくなりうるで
あろう。成分搬送波が種々の伝送帯域幅を有していると、制御メッセージ、すなわちＬＴ
ＥにおけるＤＣＩメッセージは種々の大きさを有し、ブラインド復号の数の増加をもたら
す。
【００４３】
　より広帯域の下りリンク成分搬送波を、それらのリソース・ブロック割り当てフィール
ドを拡張するために、アドレス指定する、ＤＣＩメッセージ内の利用できるかつてのＴＰ
Ｃビット・フィールドを用いることにより、すなわち全てのスケジューリングされたまた
は構成された成分搬送波の中で最も狭いシステム帯域幅を有する成分搬送波をアドレス指
定する、ＤＣＩのリソース・ブロック割り当てフィールドに比べて拡張することにより、
本来のＴＰＣコマンドが、成分搬送波の中で下りリンク・システムの最も狭い帯域幅を有
する成分搬送波のうちの１つで送信されると仮定すれば、本来のＴＰＣコマンドを含むＤ
ＣＩフォーマットに比べて、ＤＣＩメッセージの大きさを増大させることなく、そしてそ
の結果ブラインド復号の数を増加させることなく、より広帯域の成分搬送波上でリソース
をアドレス指定できるようにする。
【００４４】
　種々の下りリンク成分搬送波が、種々の大きさのＤＣＩメッセージを必要とする伝送モ
ードで構成されると、同じような状況が起こる。本来のＴＰＣコマンドが、最も小さいＤ
ＣＩフォーマットを必要とする下りリンク成分搬送波上で送信される場合、他の成分搬送
波のかつてのＴＰＣビット・フィールドは、より小さいＤＣＩメッセージのペイロードの
大きさの範囲内でより大きなＤＣＩメッセージの情報を伝達するのに用いられることがで
きよう。このような方法で、端末はＤＣＩペイロードの大きさが様々であるとして監視し
なくてよく、そしてこの結果、いくつかのブラインド復号が回避できよう。
【００４５】
　さらなる可能性は、１つのＤＬ成分搬送波が、それぞれ種々の成分搬送波に関連する複
数のＰＤＣＣＨｓを担うケースでは、一定のＰＤＣＣＨによりアドレス指定されるのがい
ずれの成分搬送波であるかを表すのに、利用できるかつてのＴＰＣビットを用いることで
ある。例として、５つの成分搬送波が構成されていると仮定し、そしてＰＤＣＣＨあたり
大きさ２のＴＰＣビット・フィールドを仮定する。さらに、５つの成分搬送波が１つの移
動端末に割り当てられ、そして成分搬送波のうちの１つが５つのＰＤＣＣＨｓの全てを担
うと仮定する。ＰＤＣＣＨｓの全てを担っているＤＬ成分搬送波に関連するＰＤＣＣＨは
、本来のＴＰＣコマンドを含む。他の４つのＰＤＣＣＨｓは、その場合、それぞれのＰＤ
ＣＣＨによりアドレス指定される４つの成分搬送波のうちのいずれであるかを示している
、２ビットの搬送波表示子を含むことができよう。
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【００４６】
　成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システムにおいて、冗長な
情報を伝えることが見込まれる場合に、他の非冗長な関連制御情報を伝達するために一定
のリソースを利用するための手順の、ネットワーク・ノードにおける実施形態を、図９を
参照してこれから説明することとする。最初に、データが工程９０２で受信される。デー
タはたとえば、下りリンク・チャネル状態に関する移動端末報告を含むことができよう。
あるいは、データは、成分搬送波割り当てに関係する情報を含んでいる、内部のネットワ
ーク・ノード・データである。あるいは、データは移動端末に送信されるべきデータに対
応する。
【００４７】
　それから、次の工程９０４で、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが
移動端末に同時に割り当てられているかどうかが決定される。工程９０４で、少なくとも
２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが移動端末に割り当てられていることが決定さ
れる場合（９０４：１）、次の工程９０６で、物理上りリンク制御チャネルの電力制御に
関する所定の数のビットが、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第１の
成分搬送波に関連する第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、電力制御
のためのビット・フィールド内に割り付けらかれる、または割り当てられる。現行のＬＴ
Ｅ用語では、これらのビットはＴＰＣコマンドと呼ばれ、そしてメッセージはＤＣＩメッ
セージと呼ばれる。このようにして、ＬＴＥでは、これは本来のＴＰＣコマンドであるが
、しかし、たとえば他のシステムでは、また違って表される場合がある。
【００４８】
　電力制御に関するビットは、ただ１つの成分搬送波上のリソースだけが移動端末に割り
当てられる場合もまた、前記ビット・フィールドに割り付けられる。したがって、これら
のビットに関するアクションは、その代わりに、説明した手順と並行して、または移動端
末が２つ以上の成分搬送波上のリソースを割り当てられているかどうかを評価する前に、
行われることができよう。電力制御ビットを割り付ける工程が行われる場所に係わらず、
電力制御に関するビットを担うべき成分搬送波がいずれであるかに関係する構成、一連の
規約または同様なものが要求される。工程９０６で行われるアクションの位置が代替可能
であることが、図９で、工程９０６が破線で囲まれていることにより説明されている。
【００４９】
　それから、次の工程９０８で、電力制御に関しない他の関連情報に関する、所定の数の
制御情報ビットが、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの少なくとも第２
の成分搬送波に関連する第２の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、電力制
御に通常用いられる対応するビット・フィールドに割り付けられる。これらのビットは、
たとえば、一定のＰＵＣＣＨリソースまたはＰＵＳＣＨリソースを示すこと、リソース・
ブロック割り当てを拡張すること、または一定のＰＤＣＣＨによりアドレス指定される成
分搬送波がいずれであるかを示すことに関することができよう。割り付けられた制御情報
はそれから、工程９１０で、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースを割り
当てられている移動端末に送信される。
【００５０】
　以下で、ネットワーク・ノードにおいて上述した手順の遂行を可能にするように構成さ
れた典型的な装置１０００を、図１０を参照して説明することとする。装置１０００は、
装置１０００内に備えられるべきであると考えられる機能がどのようなものであるかに依
存して他のネットワーク・エンティティから送信される信号または内部情報を受信するよ
うに構成される受信部１００２を備える。本装置はさらに、少なくとも２つの下りリンク
成分搬送波上のリソースが、移動端末に同時に（すなわち同時に用いるために）割り当て
られているかどうかを決定するように構成された決定部１００４を備える。本装置はさら
に、少なくとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースが移動端末に割り当てられてい
ることが決定されている場合、物理上りリンク制御チャネルの電力制御に関する所定の数
のビットを、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第１の成分搬送波に関
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連する第１の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内の電力制御のためのビット・
フィールドに割り付けるように構成された、割付部１００６を備える。現行のＬＴＥ用語
では、これらのビットはＴＰＣコマンドと呼ばれ、そしてメッセージはＤＣＩメッセージ
と呼ばれる。電力制御に関するこれらのビットは、ただ１つの成分搬送波上のリソースだ
けが移動端末に割り当てられている場合もまた、前記ビット・フィールドに割り付けられ
る。このようにして、これらのビットに関するアクションは、その代わりに、説明した手
順と並行して、または移動端末が２つ以上の成分搬送波上のリソースを割り当てられてい
るかどうかを評価する前に、行われることができよう。電力制御ビットを割り付ける工程
が行われる場所に係わらず、電力制御に関するビットを担うべき成分搬送波がいずれであ
るかに関係する構成、または一連の規約などが要求される。
【００５１】
　割付部はさらに、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの少なくとも第２
の成分搬送波に関連する第２の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、電力制
御に通常用いられる対応するビット・フィールドに、電力制御に関しない所定の数の他の
関連制御情報ビットを割り当てるように構成される。すなわち、割付部は、旧来の端末が
電力制御コマンドを見出すことを期待しているビット・フィールドに、"電力制御でない"
情報を置くように構成される。電力制御に関しないビットは、たとえば、一定のＰＵＣＣ
ＨリソースまたはＰＵＳＣＨリソースを示すこと、リソース・ブロック割り当てを拡張す
ること、または一定のＰＤＣＣＨによりアドレス指定される成分搬送波がいずれであるか
を示すことに関することができよう。本装置はさらに、割り付けられた制御情報を、少な
くとも２つの下りリンク成分搬送波上のリソースを割り当てられている移動端末に送信す
るように構成された送信部１００８を備える。
【００５２】
　図１０ではまた、プロセッサ１０１２、または同様なものにより実行される場合、１０
０２部から１００８部までに、上述した手順の任意の実施形態に従ったタスクを行わせる
ようにする、命令１０１６を備えるコンピュータ・プログラム製品（ＣＰＰ）１０１４が
説明されている。プロセッサ１０１２と１００２部から１００８部までの接続は、プロセ
ッサ１０１２からの破線の矢印により、概略的に説明されている。
【００５３】
　成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システムにおいて、移動端
末における実施形態を、図１１を参照してこれから説明することとする。最初に、下りリ
ンク・リソース割り当てを備えている制御データが、工程１１０２で受信される。それか
ら、次の工程１１０４で、割り当てが２つ以上の下りリンク成分搬送波上のリソースに同
時に関係するかどうかが決定される。割り当てが、少なくとも２つの成分搬送波上のリソ
ースに同時に関係すると決定される場合（１１０４：１）、物理上りリンク制御チャネル
の電力制御に関する所定の数のビットが、次の工程１１０６で、前記少なくとも２つの下
りリンク成分搬送波のうちの第１の成分搬送波に関連する物理下りリンク制御チャネル上
で受信されるメッセージ内の電力制御のためのビット・フィールドから得られる。ここで
は工程１１０６に置かれた、電力制御ビットを得る工程は、割り当てがただ１つの成分搬
送波上のリソースに関係するだけである場合もまた行われる。したがって、このアクショ
ンは、その代わりに、説明した手順以外で、または端末が２つ以上の成分搬送波上のリソ
ースを割り当てられているかどうかを決定する前に行われることができよう。電力制御ビ
ットを得る工程が行われる場所に係わらず、電力制御に関するビットを担う成分搬送波が
いずれであるかに関係する構成、または一連の規約などが要求される。工程１１０６で行
われるアクションの位置が代替可能であることが、図１１で、工程１１０６が破線で囲ま
れていることにより説明している。
【００５４】
　工程１１０８で、電力制御に関しない、所定の数の他の関連制御情報ビットが、前記少
なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第２の成分搬送波に関連する第２の物理下
りリンク制御チャネル上で受信されるメッセージ内で、電力制御に通常用いられる対応す
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るビット・フィールドから得られる。得られたビットの、電力制御に関しない他の関連制
御情報はそれから、工程１１１０で、下りリンク送信または上りリンク送信に関する情報
を配置するのに用いられる。情報を配置する工程は、たとえば、一定のＰＵＣＣＨリソー
スまたはＰＵＳＣＨリソースを示す工程、リソース・フロック割り当てを拡張する工程、
または一定のＰＤＣＣＨによりアドレス指定される成分搬送波がいずれであるかを示す工
程に係わることができよう。
【００５５】
　以下で、上述した手順の遂行が移動端末でできるように構成された、移動端末における
典型的な装置１２００を、図１２を参照して説明することとする。本装置１２００は、下
りリンク・リソース割り当てを備えている制御メッセージを受信するように構成された、
受信部１２０２を備える。本装置はさらに、受信した割り当てが２つ以上の下りリンク成
分搬送波上のリソースに同時に関係するかどうかを決定するように構成された、決定部１
２０４を備える。
【００５６】
　本装置はさらに、物理上りリンク制御チャネルの電力制御に関する所定の数のビットを
、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの第１の成分搬送波に関連する第１
の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内の電力制御のためのビット・フィールド
から得るように構成された取得部１２０６を備える。取得部１２０６はさらに、受信され
た割り当てが２つ以上の成分搬送波上のリソースに同時に関係することが決定される場合
、電力制御に関しない、所定の数の他の関連制御情報ビットを得るように構成される。こ
れらの他の関連制御情報ビットは、前記少なくとも２つの下りリンク成分搬送波のうちの
第２の成分搬送波に関連する第２の物理下りリンク制御チャネル上のメッセージ内で、電
力制御に通常用いられる対応するビット・フィールドから得られる。
【００５７】
　本装置はさらに、下りリンク送信または上りリンク送信に関する情報を配置するために
、電力制御に関しない、前記得られた他の関連制御情報を用いるように構成された利用部
１２０８を備える。情報を配置する工程は、たとえば、一定のＰＵＣＣＨリソースまたは
ＰＵＳＣＨリソースを示す工程、リソース・フロック割り当てを拡張する工程、または一
定のＰＤＣＣＨによりアドレス指定される成分搬送波がいずれであるかを示す工程に係わ
ることができよう。本装置はさらに、たとえば下りリンク・チャネル状態に関する報告を
他のネットワーク・エンティティに送信するように構成された、送信部１２１０を備える
。
【００５８】
　図１２ではまた、プロセッサ１２１２、または同様なものにより実行される場合、１２
０２部から１２１０部までに、上述した手順の任意の実施形態に従ったそれらのタスクを
行わせることになる、命令１２１６を備えるコンピュータ・プログラム・プロダクト（Ｃ
ＰＰ）１２１４が説明されている。プロセッサ１２１２と１２０２部から１２１０部まで
の接続は、プロセッサ１２１２からの破線の矢印により、概略的に説明されている。
【００５９】
　移動端末が受信した制御情報を正しく解釈できるために、移動端末に割り当てられてい
る成分搬送波に関連するＰＤＣＣＨｓのいずれで、本来の電力制御コマンドが見つけ出さ
れることができるかが、移動端末に知られなければならない。このことは、一連の規約に
基づいて構成されるか、または信号で送られるか、または決定されることができよう。典
型的な規約は、本来の電力制御コマンドが、一定の搬送波インデックス、またはたとえば
移動端末に割り当てられている成分搬送波の最も低い搬送波インデックスを有する成分搬
送波に関連するＰＤＣＣＨ上で伝達されることであることができよう。別の典型的な規約
は、下りリンク・システム帯域幅に基づくこと、たとえば本来の電力制御コマンドが、移
動端末に割り当てられている成分搬送波の最も狭い帯域幅を有する成分搬送波に関連する
ＰＤＣＣＨ上で伝達されることに基づくことであることができよう。複数のＤＬ成分搬送
波が同じ、たとえば狭い帯域幅を有すると、複数の規約の組み合わせが用いられることが
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できよう。移動端末が複数の成分搬送波で構成される場合、本来のＴＰＣコマンドを担う
ことになるＰＤＣＣＨに関連する成分搬送波が構成されることができよう。さらに別の選
択肢は、本来のＴＰＣコマンドを担うことになるＰＤＣＣＨに関連する成分搬送波に関係
する情報を、構成された成分搬送波を起動するために送信される、起動メッセージに含め
ることである。さらに、本来の電力制御コマンドを担っている成分搬送波のＩＤが、移動
端末に明示的に信号で送られるか、または明示的な信号と暗黙の信号の組み合わせにより
示されることができよう。
【００６０】
　成分搬送波のアグリゲーションをサポートしている無線通信システムにおいて、非冗長
な制御情報を伝達するために一定のリソースを利用するための手順の、ネットワーク・ノ
ードにおける実施形態を、図１３を参照してこれから説明することとする。最初に、工程
１３０２で、複数の下りリンク成分搬送波が移動端末に同時に割り当てられるかどうかが
決定される。複数の下りリンク成分搬送波が移動端末に同時に割り当てられていることが
決定される場合、ＴＰＣコマンドは、次の工程１３０４で、成分搬送波に関連するそれぞ
れのＰＤＣＣＨｓ上で下りリンク割り当てを伝達する下りリンク制御情報メッセージ（Ｄ
ＣＩｓ）のうちの１つの制御情報メッセージだけに割り当てられる。本来のＴＰＣコマン
ドを担うことになるＰＤＣＣＨが、搬送波の活性化で明確に設定されるか、または決定さ
れる場合、工程１３０６ａで、前記ＰＤＣＣＨが決定されるか、または識別される。ある
いは、本来のＴＰＣコマンドを担うことになるＰＤＣＣＨが、たとえば一連の規約に基づ
いて決定されることになる場合、前記ＰＤＣＣＨは工程１３０６ｂで暗黙のうちに決定さ
れる。工程１３０６ｂでの決定工程は、たとえば、ＰＤＣＣＨが本来のＴＰＣコマンドを
担うことになる成分搬送波の特性に関係する一連の規約に基づくことができよう。本来の
ＴＰＣコマンドを伝達するＰＤＣＣＨのＩＤはそれから、移動端末において対応する方法
で得られる。工程１３０８では、適切な場合、本来のＴＰＣコマンドを担っているビット
・フィールドに対応する、残りのＰＤＣＣＨｓ上のＤＣＩｓ内のビット・フィールドが、
他の関連情報、すなわちＴＰＣコマンド以外を伝達するのに適用されるか、または用いら
れる。
【００６１】
　以下で、ネットワーク・ノードにおいて上述した手順の遂行を可能にするように構成さ
れた典型的な装置１４００を、図１４を参照して説明することとする。本装置１４００は
、複数の下りリンク成分搬送波（ＣＣｓ）１４０６が同時に移動端末１４０８に割り当て
られることが決定されていると、それぞれの割り当てられた成分搬送波に関連する下りリ
ンク制御情報メッセージ（ＤＣＩｓ）のうちの１つの制御メッセージだけに、下りリンク
割り当てを伝達するＴＰＣコマンドを割り当てるように構成された、第１の回路１４０２
を備える。回路１４０２はさらに、適切な場合には、他の関連情報、すなわちＴＰＣコマ
ンド以外を伝達するために、本来のＴＰＣコマンドを担っているビット・フィールドに対
応する、他のＤＣＩメッセージ内のビット・フィールドを適用するあるいは用いるように
構成される。回路１４０２は、この他の関連情報、たとえば、ＰＵＣＣＨリソースまたは
ＰＵＳＣＨリソースに対する表示子、リソース割り当ての拡張、または本来のＴＰＣコマ
ンドを伝達しているＰＤＣＣＨ上で用いられるＤＣＩフォーマット内に、存在しないかま
たはより小さい他のパラメータへの拡張を選択するか、または決定するように構成できよ
う。本来のＴＰＣコマンドを伝達しているＰＤＣＣＨのＩＤはそれから、移動端末におい
て対応する方法で決定される。本来のＴＰＣコマンドを伝達しているＰＤＣＣＨのＩＤは
また、前述したように、明示的にまたは暗黙のうちに、移動端末に信号で送られることが
できよう。
【００６２】
　本装置１４００はまた、本来のＴＰＣコマンドを担うことになるＰＤＣＣＨを、ＰＤＣ
ＣＨが明示的に設定される場合に決定する、及び、本来のＴＰＣコマンドを担うことにな
るＰＤＣＣＨを暗黙のうちに決定する、のうちの少なくとも１つを行うように構成された
第２の回路１４０４を備える場合がある。暗黙のうちに決定する工程は、前述のように、
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成分搬送波（ＣＣ）インデックス、伝送帯域幅、および種々の成分搬送波上で設定される
ＤＣＩフォーマットのうちの１つ以上に基づくことができよう。たとえば、回路１４０４
は、決定工程を支援する一連の規約にアクセスできよう。
【００６３】
　第１の回路１４０２はさらに、自身がアドレス指定する成分搬送波上で送信されないＰ
ＤＣＣＨｓに対する搬送波表示子を収容するために、本来のＴＰＣコマンドを担っている
ビット・フィールド、すなわち、かつてのＴＰＣビット・フィールドとまた呼ばれるビッ
ト・フィールドに対応するビット・フィールドを用いるように構成できよう。
【００６４】
　注目すべきは、図１０、図１２および図１４は、装置１０００、装置１２００および装
置１４００の様々な機能部を、論理的な意味合いで単に説明していることである。機能部
はまた、たとえば、"モジュール"または"回路"、または回路の一部と表すことができよう
。しかしながら、当業者は、これらの機能を、たとえばＡＳＩＣｓ（特定用途向け集積回
路）、ＦＰＧＡｓ（フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ）およびＤＳＰｓ（デ
ジタル信号プロセッサ）のような、任意の適切なソフトウェアおよびハードウェア手段ま
たがそのいずれかを用いて、実際に自由に実装できる。このようにして、本発明は一般に
、装置１０００、装置１２００および装置１４００の図示された構造に限定されない。
【００６５】
　移動端末における手順はまた、以下のように説明できよう。受信した割り当てが、少な
くとも２つの成分搬送波上のリソースに関係すると決定される場合、第１のＰＤＣＣＨに
よって受信されたメッセージにおける一定のビット・フィールド内のビットは電力制御ビ
ットと解釈され、そして第２のＰＤＣＣＨによって受信されたメッセージにおける対応す
るビット・フィールド内のビットは他の関連制御情報、すなわち電力制御以外と解釈され
る。そのような他の制御情報の例は、たとえばＨ－ＡＲＱ関連情報を伝達するのに用いら
れることになるＰＵＣＣＨリソースまたはＰＵＳＣＨリソースの表示、または表示の一部
、移動端末に割り当てられているＤＬ成分搬送波上のリソース・ブロック割り当ての表示
、または表示の一部、そして表示を担っているＰＤＣＣＨがいずれの成分搬送波に関連し
ているかの表示である。リソース表示の他の部分は、たとえば、制御メッセージ内のそれ
故に留保されているビット・フィールドにおいて明示的に信号で送られること、および他
の実施形態に関連して説明したように、暗黙のうちに信号で送られるかまたは示されるこ
と、またはそのいずれかができよう。
【００６６】
　上記の実施形態の典型的な利点は、ペイロードの量を増大させながら、送信されるビッ
トの総数を一定に保つので、オーバーヘッドが減少することである。さらに、矛盾する電
力制御コマンドが移動端末に送られることがある場合に、予測できない端末動作を引き起
こす状況が回避される。本発明はまた、より大きなリソース割付／より大きなＤＣＩフォ
ーマットを、より小さいリソース割付／ＤＣＩフォーマットのペイロードの大きさに詰め
込むことを可能にし、このようにして端末が監視しなければならないＤＣＩフォーマット
の大きさの量を減らし、ブラインド復号の数の減少をもたらす。
【００６７】
　本発明は特定の実施形態例を参照して説明されているが、明細書は一般に、発明の概念
を説明するように意図されているだけで、そして本発明の範囲を限定するものと見なされ
るべきではない。上記の典型的な実施形態の種々の特徴は、必要性、要件または選好に従
って種々の方法で組み合わせ可能である。本発明は主に、ＬＴＥ用語を用いて例示されて
きている。しかしながら、本発明はまた、たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１６ｍまたは成分
搬送波のアグリゲーションをサポートしている３ＧＰＰ（第３世代パートナーシップ・プ
ロジェクト）ＨＳＰＡ（高速パケット・アクセス）のような、同様のシステムにおいて、
そして一定の制御情報ビット・フィールドが、ＬＴＥにおける上述したＴＰＣコマンドと
同様な方法で冗長になる場合に、適用できよう。本発明は一般に、下記の独立請求項によ
り規定される。
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